
科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

授  業  定  員

連　　絡　　先

　現在、私たちはファッションの範囲を狭義には被服（アパレル）やアクセサリー、広義には理美容、住宅、インテリア、車さらには人間行動にまで広げて意識す
るようになった。本講義ではファッションを狭義の範囲でとりあげる。今日の服装は、多様化し個性の表現としての関心が高まっている。特に、服装デザインは、
他のデザイン造形とは異なり、人間が直接身に付ける服装をデザインする分野であるため、人々の関心も高く、情報量も多い。そのような中で、人々は被服を
通して何を表現しようとしているのか表現メディアとしての被服について論じる。また、アパレル産業界における生産工程についてもとりあげ、商品企画から生
産、流通の構造や各工程における作業内容と遂行の条件およびコンピュータ支援システム（ＣＡＤ，ＣＡＭ）について論じる。

履  修  年  次

科目内容

開  講  場  所 なし本学講義室

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

火曜日

2時限

10時40分～12時10分（90分）「毎週 火 曜日」

科 目 番 号

大     学     名

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

選  考  方  法

単  　位　  数

書類選考

平成24年4月10日（火）　～　平成24年7月24日（火）

50人　　（うち単位互換定員　5人）　

2単位

2年次以上 出席及び定期試験

社会科学

既存科目・前期

専門

１F‐１２

長崎県立大学シーボルト校 庄山　茂子（国際情報学部情報メディア学科　教授）

ファッション情報論



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

教養 ・ 専門別

社会科学

祁　建民（国際情報学部国際交流学科　教授）

２F‐１８

なし　　（うち単位互換定員　　なし）　

2単位 平成24年10月4日（木）　～　平成25年1月31日（木）

中国事情

長崎県立大学シーボルト校

専門

木曜日既存科目・後期

9時00分～10時30分（90分）「毎週 木 曜日」

1時限

　１５のテーマに分けて現代中国の全体像を捉える。今後の中国研究の入門とみなしてよい。
１５のテーマ：１　中国の地理と行政区画　２　中国の民族と人口　３　中国の国家機構　４　中国共産党　５毛沢東時代　６　毛沢東時代から鄧小平時代への転
換　７　中国の改革と開放　８　中国の近代化建設　９　中国の対外政策　１０　中日関係　１１　台湾問題　１２　中米関係　１３　中国の教育と文化１４　「三農」
問題　１５貧富格差と調和社会

科 目 番 号

授  業  定  員

大     学     名

科目内容

開　講　形　態

書類選考

単  　位　  数

本学講義室

履  修  年  次

開  講  場  所

選  考  方  法

連　　絡　　先

出席および定期試験で総合評価

なし

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

1年次以上



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

　情報社会における基盤産業としての情報産業の諸部門の成立から展開、そして現下の情報技術（ＩＴ）革命の動向、情報と職業の関わりについて論ずることを
基本とする。情報通信技術の発展とともに急成長した情報通信産業が、情報の蓄積・検索・提供・通信などと多岐にわたって発展を遂げながら、産業構造を大
きく変化させてきている現状を，多面的（生産・労働・家計）に解説するとともに、情報社会に求められる人材および組織のあり方についても、職業倫理の観点
から説き、情報に関わる職業人としての在り方を教授する。

PC用メールアドレス所有要（資料配布、課題提出用）

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

科目内容

連　　絡　　先

本学講義室開  講  場  所

授業への参加（出席）を平常点とし、平常時の小レポートや期末レ
ポートの内容あるいは期末試験の結果

なし

選  考  方  法 書類選考

1年次以上履  修  年  次

連　　絡　　先

教養 ・ 専門別

　社会経済活動のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化と情報通信技術の発達に伴い、いまやヒト、モノ、カネのみならず情報が国境を越え，「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化する情報環境」といえるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
なアジェンダに関する情報・知識を共有する環境が整えられてきている。しかしながら、アジェンダはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙであっても政治やガバナンス（統治）の体制は国境
によって隔てられた国家の枠組みを色濃く残し、「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ国際政治経済」ともいうべき状況にある。さらに、情報通信技術の発達は、国家間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ構造
の複雑化をもたらしている。このような今日的状況それに至ると歴史的経緯を「情報化」「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化」そして「ﾈｯﾄﾜｰｸ化」をキーワードに，国際政治経済学の枠
組みで議論する基礎を提示し，今後の「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ情報社会」における情報・知識・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの在り方，さらにソーシャルメディアの可能性を踏まえた「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･
ﾈｯﾄﾜｰｸ社会経済」における合意形成の枠組みについて講義する。

履  修  年  次

２F‐２０

1時限

開　講　形　態

科目内容

開  講  場  所 なし本学講義室

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

平成24年10月4日（木）　～　平成25年1月31日（木）
本学～長崎県立大学佐世保校間において遠隔授業を行う予定。
授業への参加（出席）を平常点とし、平常時の小レポートや期末レ

ポートの内容あるいは期末試験の結果
なし　　（うち単位互換定員　なし）　

科 目 番 号

既存科目・後期

情報産業論

単  　位　  数

木曜日

大     学     名 長崎県立大学シーボルト校

2単位

河又　貴洋（国際情報学部情報メディア学科　准教授）

専門

科 目 番 号

大     学     名

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

授  業  定  員

選  考  方  法

単  　位　  数

授  業  定  員

書類選考

平成24年10月4日（木）　～　平成25年1月31日（木）
本学～長崎県立大学佐世保校間において遠隔授業を行う予定。

なし　　（うち単位互換定員　なし）　

2単位

2年次以上
授業への参加（出席）を平常点とし，平常時の小レポートや期末レ
ポートの内容（あるいは期末テストの結果）

PC用メールアドレス所有要（資料配布、課題提出用）

13時00分～14時30分（90分）「毎週 木 曜日」

社会科学

既存科目・後期

専門

２Fー１９

長崎県立大学シーボルト校 河又　貴洋（国際情報学部情報メディア学科　准教授）

国際コミュニケーション論

木曜日

3時限



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

本講義目的は、広告分野における基本的な理論や概念を学ぶことである。具体的には、広告製作のプロセスを理解し、将来的に広告やマーケティング業界へ
の就職を希望する人にも必要な理論や概念を検討する。また、それだけではなく、授業時間内に実際の日本国内（過去と現在）および海外の広告の映像資料
を見て、広告論の観点から検討する。単に「消費者・視聴者」として広告を見るだけでははく、「広告人」として広告を見るという新たな見方ができるように期待す
る。

連　　絡　　先

書類選考

科目内容

開　講　形　態 既存科目　・　後期

2単位

13時00分～14時30分（90分）　「毎週 火 曜日」

単  　位　  数

授  業  定  員 　　150人　　（うち単位互換定員　若干名）　

選  考  方  法

開  講  場  所

平成24年10月2日（火）　～　平成25年1月29日（火）

3時限教養 ・ 専門別

履  修  年  次 出席状況、定期試験などの総合評価

専門

無し本学キャンパス

1年次以上

火曜日

P.ピヤ （国際情報学部情報メディア学科　講師）長崎県立大学　シーボルト校

開  講  場  所

大     学     名

科目内容

連　　絡　　先 長崎県立大学　シーボルト校　事務課

広告論

本講義目的は、広告を取り巻く社会的背景として「文化」を位置づけるという比較文化論的・社会学的な観点から、さまざまな広告における国際比較を通じて、
日本国内および海外の広告を検討することである。広告は社会を映す鏡」だと言われているが、広告は文化や社会の現状をどのように映す「鏡」としてとらえら
れてきたのだろうか。つまり、本講義では、広告の国際比較の視点から、広告は文化・社会状況をそのまま反映するのか、それとも社会が将来進むべき理想像
を先導する役割を果たしているのかという問いを検討する。授業時間内に日本国内（過去と現在）および世界の広告（主に国際広告を受賞された作品）の映像
資料を見て、比較文化論的・社会学的なさまざまな観点から検討する。単に「商品の宣伝」としての広告だけでははく、「文化」としての広告という新たな見方が
できるように期待する。

２K‐１科 目 番 号

選  考  方  法

平成24年4月12日（木）　～　平成24年7月26日（木）2単位

9時00分～10時30分（90分）　「毎週 木 曜日」

科 目 番 号

教養 ・ 専門別

1年次以上履  修  年  次 出席状況、定期試験などの総合評価

書類選考

本学キャンパス 無し

　　80人　　（うち単位互換定員　若干名）　

大     学     名

開　講　形　態

授  業  定  員

単  　位　  数

情報社会

既存科目　・　前期

専門

１F‐３２

長崎県立大学　シーボルト校

１時限

木曜日

広告メディア論

P.ピヤ （国際情報学部情報メディア学科　講師）



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

大     学     名

科 目 番 号

開　講　形　態

自然科学

既存科目　・　前期

１G‐８

長崎県立大学シーボルト校 永野　哲也（国際情報学部情報メディア学科　教授）

基礎数学Ⅰ

水曜日

授  業  定  員

開  講  場  所

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

2時限

なし　　（うち単位互換定員　なし）　 10時40分～12時10分（90分）「毎週 水 曜日」

平成24年4月11日（水）　～　平成24年7月18日（水）2単位

専門

長崎県立大学シーボルト校

基礎数学Ⅱ

　線形代数の基礎を講義する。ベクトルの定義、ｎ次元空間の定義、行列の定義、行列の計算、連立1次方程式の理論と解法、行列式の計算、逆行列の定義と
計算をパソコンソフト「エクセル」を利用しながら行う。また高度な理数系の学問内容の基礎としての側面も考慮に入れながら演習問題なども適時組み入れて授
業を行う。

レポート・出席・定期試験履  修  年  次

本学講義室

科目内容

なし

連　　絡　　先

選  考  方  法

1年次以上

書類選考

平成24年4月11日（水）　～　平成24年7月18日（水）

開　講　形　態

・テキスト「Ｅｘｃｅｌでわかる数学の基礎」［新版］・ノートパソコン各自準備（Ｅｘｃｅｌ
内臓）酒井恒著（日本理工出版会）\2200+税

単  　位　  数

専門教養 ・ 専門別

2単位

3時限

大     学     名

科 目 番 号

水曜日既存科目　・　前期

２G‐４

永野　哲也（国際情報学部情報メディア学科　教授）

1年次以上

なし

13時00分～14時30分（90分）「毎週 水 曜日」

開  講  場  所

授  業  定  員 なし　　（うち単位互換定員　なし）　

レポート・出席・定期試験履  修  年  次

本学講義室

　まず基本的な関数（整関数、三角関数、指数関数、対数関数）のグラフを描く。次に、媒介変数を持つ関数のグラフと、２変数関数のグラフの作図に進む。そ
の後、微分の定義と基本的な関数の微分とその公式を導き出し、テーラー展開までを微分の学習とする。積分に関しては、整関数の積分から初めて、三角関
数、指数関数、対数関数などの積分と定積分について学習する。その後、面積と曲線の長さの計算法まで学習する。

・テキスト「Ｅｘｃｅｌでわかる数学の基礎」［新版］・ノートパソコン各自準備（Ｅｘｃｅｌ
内臓）酒井恒著（日本理工出版会）\2200+税選  考  方  法

科目内容

連　　絡　　先 長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

書類選考



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

授  業  定  員

連　　絡　　先

　本科目は，Windows上で容易にアプリケーションを開発することができるVisual Basic .NETを用いることにより，分岐や繰り返しなどの基本的なプログラム作成
方法を学習し、コンピュータを使用した問題解決のための基礎知識や技術を習得するとともに論理的思考の基盤を涵養することを目的とする．教科書は、若山
芳三郎 著 『学生のためのVisualBasic.NET』東京電機大学出版局を使用する．演習科目のため毎時限出席することが望ましい．

履  修  年  次

科目内容

開  講  場  所 教科書購入費用のみ本学講義室

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

水曜日

1時限

9時00分～10時30分（90分）「毎週 水 曜日」

科 目 番 号

大     学     名

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

選  考  方  法

単  　位　  数

書類選考

平成24年4月11日（水）　～　平成24年7月18日（水）

50人　　（うち単位互換定員10人）　

2単位

1年次以上 出席状況，課題レポートおよび期末試験による総合評価

技術・工学・工業

既存科目・前期

専門

１I‐３

長崎県立大学シーボルト校 吉村　元秀（国際情報学部情報メディア学科　准教授）

プログラミング基礎演習



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

技術・工学・工業

既存科目　・　前期

専門

１I‐４

長崎県立大学シーボルト校  辺見　一男 （国際情報学部情報メディア学科　教授）

オペレーティングシステム

月曜日

3時限

開  講  場  所 本学　情報演習室

平成24年4月9日（月）　～　平成24年7月25日（水）

履  修  年  次

48人　　（うち単位互換定員　　若干名）　

なし

出席及びレポートにより評価を行う。両者の比率は，出席３割，レ
ポート７割とする。

2年次以上

2単位

13時00分 ～ 14時30分（90分）「毎週 月 曜日」

科 目 番 号

授  業  定  員

大     学     名

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

　オペレーティングシステム（OS）とは，コンピュータのハードウェアを有効活用し，ユーザーに使いやすい環境を提供するための基本ソフトです。普段利用して
いるワープロソフトや表計算ソフトなどは，全てOSの上で動いています。代表的なOSには，Windows，MacOS，UNIXなどがありますが，この講義では，Windows
を例としてOSの基本的な解説を行います。また，座学のみではなく演習も加えながら講義を進めていきます。

選  考  方  法

科目内容

連　　絡　　先 長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

資料は講師HPの資料を用いる。出席重視。欠席した場合は，その
時間の内容を各自で学習しておくこと。

書類選考



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

なし

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

選  考  方  法 前提知識：　コンピュータに関する基礎知識をもっていること

開  講  場  所 本学講義室

書類選考

連　　絡　　先

科目内容

　情報セキュリティのスキルは、コンピュータやネットワークなどのIT関連知識でだけではなく、組織運営や人事管理などの経営にまで及び、あらゆる職種や役
職の人間が身に付けるべきものとなっている。そして、2005年4月の「個人情報保護法」の施行を機に、セキュリティ意識はさらに高まると考えられる。当科目
は、情報セキュ技術とその利用に関わる知識を学ぶことを目的とする。具体的には、セキュリティの考え方、脅威の手口と対策、コンピュータウィルス・スパイ
ウェア等の対策、企業における情報セキュリティの基本ルールに関する基礎知識、情報セキュリティポリシーに関する知識等を学ぶ。

出席・レポート・定期試験

10時40分 ～ 12時10分（90分）「毎週 木 曜日」

科 目 番 号 ２I‐１

授  業  定  員 50人　　（うち単位互換定員　5人）　

木曜日

長崎県立大学シーボルト校大     学     名

履  修  年  次 3年次以上

　情報技術（IT）の中核を担うコンピュータネットワークは、各種の情報通信機器と統合して高度情報通信ネットワークへと発展し、もはや今日の情報社会の基
盤として定着しつつある。情報の量と質の両面から、コンピュータネットワークの発展を飛躍的に高めることに成功したインターネット技術は、人類史上かつてな
い膨大な情報源へのアクセス、情報の相互流通の容易性と情報産業ビジネスの質的な価値を高め、今日の情報環境を変革しつつある。当科目は、LAN、イン
ターネットおよびTCP/IPを中心としたネットワーク技術とその原理を理解し、有線と無線LAN構築・管理の基本的な知識を習得することを目的とする。

連　　絡　　先

平成24年10月 4日（木）　～　平成25年 1月 3１日（木）

開　講　形　態

2時限

単  　位　  数 2単位

Ｃ．ソムチャイ（国際情報学部情報メディア学科　教授）

教養 ・ 専門別 専門

既存科目　・　後期　

情報セキュリティ

選  考  方  法 書類選考

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

科目内容

前提知識：　コンピュータに関する基礎知識をもっていること

科 目 番 号

授  業  定  員

大     学     名

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

なし

単  　位　  数

10時40分 ～ 12時10分（90分）「毎週 水 曜日」

出席・レポート・定期試験履  修  年  次

開  講  場  所 本学講義室

2年次以上

平成24年4月11日（水）　～　平成24年7月18日（水）

50人　　（うち単位互換定員　5人）　

2単位

技術・工学・工業

既存科目　・　前期

専門

２I‐２

長崎県立大学シーボルト校 Ｃ．ソムチャイ（国際情報学部情報メディア学科　教授）

コンピュータネットワーク

水曜日

2時限



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

言語

山内　ひさ子（国際情報学部国際交流学科　教授）

１O‐９

なし　　（うち単位互換定員　　なし）　

2単位 平成24年4月12日（木）　～　平成24年7月26日（木）

異文化間コミュニケーションⅠ

長崎県立大学シーボルト校

専門

木曜日既存科目・前期

10時40分～12時10分（90分）「毎週 木 曜日」

2時限

専門

10時40分～12時10分（90分）「毎週 水 曜日」

2時限

文化コミュニケーション入門１O‐１０

山内　ひさ子（国際情報学部国際交流学科　教授）

開  講  場  所

履  修  年  次

書類選考

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

なし　　（うち単位互換定員　　なし）　

テキスト代　735円本学講義室

科 目 番 号

授  業  定  員

大     学     名

科 目 番 号

大     学     名

科目内容

開　講　形　態

単  　位　  数

履  修  年  次

開  講  場  所

選  考  方  法

連　　絡　　先

教養 ・ 専門別

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

連　　絡　　先

　日本人が英語によるコミュニケーションを成功させるためには、英語の運用能力のみならず、背景となる英語圏の文化、社会、歴史などに注意を払い、異文
化理解を深めることが不可欠である。異文化コミュニケーション能力について、言語と文化の関係や文化のパターンなどの事例の検証を通して、その理論の理
解を図るとともにミスコミュニケーションの回避方法を考察する。

科目内容

授  業  定  員

単  　位　  数

1年次以上

選  考  方  法

平成24年4月11日（水）　～　平成24年7月18日（水）

　文化と言語とコミュニケーションの定義を明確にした上で文化と言語とコミュニケーションの関係を明らかにする。また、コミュニケーション能力とはどのような
能力であり、どのようにすれば能力を伸ばすことが可能であるかを、Griceの会話の公理を踏まえて考察をする。日本人が英語でコミュニケーションする場合、
日本の文化と英語圏の文化との違いにより、どのような問題が生じるかを考える。さらに、談話分析方法を学び、文化がどのように談話の中に影響を及ぼして
いるかを検討する。

課題提出、授業参加度および筆記試験

課題提出及び筆記試験

テキスト代　1210円

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

書類選考

本学講義室

1年次以上

既存科目・前期 水曜日

2単位

長崎県立大学シーボルト校



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

2単位

授  業  定  員

科目内容

書類選考

9時00分～10時30分（90分）「毎週 金 曜日」

1年次以上 定期試験およびレポートにより評価する

　言語理論や応用言語学領域の英語に関する基本文献を用いて、近年の言語研究の動向を概観する。また、このような英語文献を読みながら、基本的な英語
論文の書き方について学ぶ時間とする。（１）与えられた論文を輪読する。 （２）インターネットを使い、英語圏の文化や社会に関わるテーマを調査・検討する。

選  考  方  法

なし

なし　　（うち単位互換定員　若干名）　

履  修  年  次

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222連　　絡　　先

開  講  場  所 本学CALL教室

既存科目・後期

上村　俊彦（国際情報学部国際交流学科　教授）

科 目 番 号

開  講  場  所 本学CALL教室 なし

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

選  考  方  法

　自然言語研究への誘いとして、言語学の基礎概念を学ぶ。通時言語学的視点から、印欧語族の諸言語と英語の関連性、英語の形成過程を、共時研究の視
点から英語の音韻論・形態論・統語論・意味論・語用論について概観する。また、母語としての英語、共通語としての英語、外国語としての英語など、英語につ
いての最近の研究動向についても紹介する。

英語学概論Ⅱ

開　講　形　態

２O‐７

金曜日

1時限教養 ・ 専門別 専門

単  　位　  数 平成24年10月5日（金）　～　平成25年2月1日（金）

定期試験およびレポートにより評価する

連　　絡　　先

1年次以上

授  業  定  員 なし　　（うち単位互換定員　若干名）　

大     学     名

履  修  年  次

書類選考

科目内容

13時00分～14時30分（90分）「毎週 金 曜日」

長崎県立大学シーボルト校

既存科目・前期 金曜日

長崎県立大学シーボルト校

英語学概論Ⅰ科 目 番 号 １O‐８

平成24年4月13日（金）　～　平成24年7月27日（金）

開　講　形　態

3時限

大     学     名 上村　俊彦（国際情報学部国際交流学科　教授）

教養 ・ 専門別 専門

単  　位　  数 2単位

　この時間は、(1)インターネット・リソース（主に英語圏のもの）を利用した英語情報の収集、(2) まとまりのある報告文書（英文、和文）の作成、(3)説得力のある
プレゼンテーションができる能力の養成などの演習を中心とする。さまざまな英語ウェッブサイトのオンライン・リサーチ、英語レファレンス・リソースの活用事例
研究、PowerPointを用いたプレゼンテーションの演習などを通じて、受講者が自発的に問題意識を持ち、自らの力で解決する英語力と情報処理能力の養成を
目的とした科目。

平成24年4月10日（火）　～　平成24年7月24日（火）

教材購入の場合がある

単  　位　  数

13時00分～14時30分（90分）「毎週 火 曜日」

連　　絡　　先

人数制限の場合あり　　（うち単位互換定員　若干名）　

選  考  方  法 書類選考

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

言語

既存科目・前期

専門

２O‐６

長崎県立大学シーボルト校

科目内容

レポート及びプレゼンテーションを総合評価履  修  年  次

開  講  場  所

上村　俊彦（国際情報学部国際交流学科　教授）

インターネット英語

火曜日

3時限

本学CALL教室

1年次以上

2単位

科 目 番 号

授  業  定  員

大     学     名

開　講　形　態

教養 ・ 専門別



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科 目 番 号

授  業  定  員

選  考  方  法

翻訳という事象にかかわる文化とコミュニケーションの問題を学ぶ。日本語と英語について、言語の違い、文化の違いを越えるコミュニケーションの一形態とし
て広く実践されている翻訳の基礎的な概念と基本的な技術を学び、同時に言語とは何か、文化とは何か、コミュニケーションとは何かについて深く考える。テキ
ストの問題や、やさしい小説の一部を実際に翻訳して提出させ、それを授業中で検討・添削することで、実践的な教育を行う。学生が自主的に選んだ選んだト
ピックについてのプレゼンテーションも予定している。

開  講  場  所

文化とコミュニケーション  

水曜日

長崎県立大学シーボルト校

4時限

２Oー８

専門

大     学     名

開　講　形　態

平成24年10月3日（水）　～　平成25年1月23日（水）

書類選考

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

科目内容

履  修  年  次

連　　絡　　先

本学講義室

毎回の課題提出をメールで送れることが履修上必要です。

なし

言語

山田　健太郎（国際情報学部国際交流学科　准教授）

既存科目・後期

2年次以上

2単位

14時40分～16時10分（90分）「毎週 水 曜日」なし　　（うち単位互換定員　　なし）　

レポート及び試験を総合的に評価



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

教養 ・ 専門別

文学

山田　健太郎（国際情報学部国際交流学科　准教授）

１Pー２

なし　　（うち単位互換定員　　なし）　

2単位 平成24年4月9日（月）　～　平成24年7月25日（水）

アメリカの文学

長崎県立大学シーボルト校

専門

月曜日既存科目・前期

13時00分～14時30分（90分）「毎週 月 曜日」

3時限

　植民地時代から現在までのアメリカ文学をアメリカ社会の変化と関連付けながら概観する。ピューリタニズムから超越主義、自然主義、モダニズム、黒人文
学、南部文学など広範囲の話題を、具体的な作品を取り上げながら論じる。毎回の課題として作品の抜粋を配布し、それについての意見を学生が提出し、その
後解説をすることが授業の中心となる。読書課題やインターネットでのリサーチなど、自主的な学習も組み入れて、深い文学の理解とアメリカ社会やアメリカ文
学の基礎的な知識の修得をめざす。

科 目 番 号

授  業  定  員

大     学     名

科目内容

開　講　形　態

書類選考

単  　位　  数

本学講義室

履  修  年  次

開  講  場  所

選  考  方  法

連　　絡　　先

レポート及び試験を総合的に評価

なし

長崎県立大学シーボルト校　学生支援課　ＴＥＬ 095-813-5065　ＦＡＸ 095-813-5222

インターネットで調べる課題がある。課題についてeメールによる連
絡が必要となる。

2年次以上




